
小沢一郎、平野貞夫

全員で

宿毛市
林有造、譲治墓参

金昌徳さん ( 右から 2人目）

金子文子墓に献花

安重根記念館

小
沢
一
郎
氏  

秋
水
墓
参

秋
水
、
千
代
子
、
駒
太
郎
書
簡
所
収

「
岩
崎
革
也
書
簡
集
Ⅱ
」
発
刊

　　

今
年
五
月
、
韓
国
ソ
ウ
ル
の
幸
徳
秋
水
研
究

者
、
金
昌
徳
（
キ
ム
チ
ャ
ン
ド
ッ
ク
）
さ
ん
が

中
村
に
み
え
た
。
東
京
の
初
期
社
会
主
義
研
究

会
会
員
で
金
子
文
子
研
究
者
の
亀
田
博
さ
ん
と

一
緒
に
。

　

亀
田
さ
ん
に
は
会
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

金
さ
ん
は
初
め
て
。
秋
水
顕
彰
会
メ
ン
バ
ー
で

二
人
を
秋
水
墓
、
生
家
跡
、
絶
筆
碑
、
図
書
館

資
料
室
な
ど
に
案
内
し
た
。

　

金
さ
ん
は
韓
国
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
を
受
け
継

ぐ
社
団
法
人
国
民
文
化
研
究
所
の
総
務
理
事
で
、

か
つ
韓
国
ア
ナ
キ
ス
ト
独
立
運
動
家
記
念
事
業

会
の
事
務
局
長
。
ソ
ウ
ル
で
日
本
語
を
教
え
て

い
る
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
流
暢
な
日
本
語
を

話
す
。
秋
水
の
韓
国
語
訳
論
説
・
論
文
集
の
ほ
か
、

金
子
文
子
歌
集
も
出
版
し
て
い
る
。

　

金
さ
ん
は
日
本
に
は
た
び
た
び
来
て
い
る
と

い
う
が
、
高
知
県
は
初
め
て
。
今
回
は
満
州
、

朝
鮮
の
独
立
を
叫
ん
だ
詩
「
間
島
パ
ル
チ
ザ
ン

の
歌
」
を
書
い
た
反
戦
詩
人
、
高
知
市
の
槇
村

浩
も
訪
ね
た
。

　

金
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
秋
水
の
思
想
は
死
後
、

韓
国
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
、
対
日
独
立
運
動
等
に

影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
特
に
、
申
采
浩
（
シ

ン
チ
ェ
ホ
）
の
よ
う
な
知
識
人
層
に
。

　

秋
水
が
大
逆
事
件
で
拘
束
さ
れ
た
明
治
四
三

（
一
九
一
〇
）
年
は
日
本
が
韓
国
を
併
合
し
た
年
。

秋
水
は
韓
国
、
朝
鮮
の
独
立
運
動
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
。

　

秋
水
は
そ
の
前
年
、
安
重
根
（
ア
ン
ジ
ュ
ン

グ
ン
）
が
ハ
ル
ピ
ン
駅
頭
で
伊
藤
博
文
を
ピ
ス

ト
ル
で
撃
っ
た
「
義
挙
」
を
讃
え
る
漢
詩
を
安

重
根
写
真
入
り
絵
葉
書
の
上
に
書
き
、
湯
河
原

で
最
後
に
拘
束
さ
れ
た
さ
い
、
カ
バ
ン
の
中
に

も
っ
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

　

秋
水
は
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
「
麺
麭
の
略
取
」
を

翻
訳
出
版
し
た
こ
と
で
、
日
本
で
最
初
の
ア
ナ

キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
杉
栄
、
伊
藤
野

枝
が
関
東
大
震
災
で
虐
殺
さ
れ
た
よ
う
に
、
日

本
で
は
弾
圧
で
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
広
が
ら
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
韓
国
で
は
浸
透
し

た
。
戦
後
は
南
北
分
断
、
反
共
、
北
へ
の
対
抗

か
ら
、
社
会
主
義
、
共
産
主
義
思
想
が
入
り
込

む
余
地
は
な
く
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
が
軍
事
政
権
打

倒
な
ど
の
民
主
化
運
動
の
思
想
的
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
に
な
っ
た
。

　

今
年
は
韓
国
三
・
一
独
立
運
動
か
ら
百
年
。「
第

三
の
大
逆
事
件
」
を
描
い
た
映
画
「
金
子
文
子

と
朴
烈
（
パ
ク
ヨ
ル
）」
が
日
本
の
主
要
都
市
で

公
開
さ
れ
た
。

　

高
知
県
で
は
予
定
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

配
給
会
社
か
ら
秋
水
の
地
元
で
自
主
上
映
を
と

い
う
要
請
が
あ
り
、
六
月
、
中
村
と
高
知
で
上

映
し
た
。
中
村
は
秋
水
顕
彰
会
の
主
催
。
二
会

場
合
わ
せ
て
約
五
百
人
の
入
場
者
が
あ
り
、
盛

況
で
あ
っ
た
。

　

大
逆
事
件
と
は
秋
水
の
事
件
だ
け
と
思
っ
て

い
た
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
大
逆
事
件
と
植
民

地
支
配
は
表
と
裏
と
い
う
歴
史
の
深
層
に
眼
を

開
か
せ
る
衝
撃
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

金
子
文
子
の
墓
は
朴
烈
の
生
地
、
韓
国
聞
慶

（
ム
ン
ギ
ョ
ン
）
市
に
あ
り
、
毎
年
命
日
に
追
悼

式
が
行
わ
れ
て
い
る
と
、
金
さ
ん
か
ら
お
誘
い

を
受
け
た
の
で
、
七
月
二
三
日
参
加
し
た
。

　

韓
国
に
は
以
前
か
ら
一
度
は
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
文
子
が
そ
の
機
会
を
与
え
て
く

れ
た
。
高
松
か
ら
ソ
ウ
ル
に
飛
び
、
国
民
文
化

研
究
所
が
手
配
し
た
貸
し
切
り
バ
ス
に
乗
り
、

高
速
道
路
を
二
時
間
。
そ
こ
は
リ
ン
ゴ
畑
が
点
々

と
あ
る
山
の
中
で
あ
っ
た
。

　

文
子
墓
は
立
派
な
朴
烈
義
士
記
念
館
の
敷
地

内
に
あ
り
、
館
内
の
展
示
で
は
秋
水
も
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
展
示
に
は
亀
田
博
さ
ん
も
協
力
し

た
そ
う
だ
。

　

韓
国
政
府
は
昨
年
、
文
子
に
日
本
人
二
人
目

の
「
独
立
有
功
メ
ダ
ル
」（
功
労
賞
）
を
授
与
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
（
一
人
目
は
弁
護
士
布
施
辰

治
）、
式
典
は
例
年
よ
り
多
数
の
地
元
市
長
な
ど

約
百
人
参
列
。
私
も「
幸
徳
秋
水
地
元
の
元
市
長
」

と
紹
介
さ
れ
、
献
花
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
女
優
チ
ェ
・
ヒ
ソ
（
映

画
の
文
子
役
）
の
挨
拶
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
文
子

を
讃
え
る
サ
ン
ド
ア
ー
ト
、
市
民
コ
ー
ラ
ス
な

ど
が
あ
っ
た
。

　

二
日
目
は
芙
江
（
プ
ガ
ン)

に
移
動
。
文
子
が

養
女
と
さ
れ
少
女
時
代
暮
ら
し
た
家
や
小
学
校
、

警
察
署
跡
な
ど
の
案
内
を
受
け
た
。
こ
こ
で
日

本
人
に
よ
る
過
酷
な
朝
鮮
人
支
配
の
実
態
を
目

に
焼
き
付
け
た
体
験
が
の
ち
に
文
子
を
ア
ナ
キ

ス
ト
に
し
た
と
本
人
が
手
記
「
何
が
私
を
こ
う

さ
せ
た
か
」
に
書
い
て
い
る
。

　

日
本
か
ら
の
参
加
は
山
梨
県
（
文
子
故
郷
）

の
金
子
文
子
研
究
会
会
員
や
亀
田
さ
ん
な
ど
十

名
で
あ
っ
た
が
、
ソ
ウ
ル
か
ら
往
復
一
泊
二
日

の
費
用
は
全
額
主
催
者
持
ち
の
招
待
で
あ
り
、

心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
た
。

　

日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
韓
国
で
愛
さ
れ
大

切
に
さ
れ
て
い
る
文
子
。
韓
国
の
人
た
ち
は
「
反

日
帝
」
で
は
あ
っ
て
も
「
反
日
本
人
」
で
は
な
い
。

そ
の
懐
の
深
さ
、
広
さ
に
涙
が
出
た
。

　

ソ
ウ
ル
で
は
金
さ
ん
に
安
重
根
記
念
館
を
案

内
を
し
て
も
ら
っ
た
。
広
い
館
内
に
は
、
秋
水

の
漢
詩
を
紹
介
し
た
当
時
の
地
元
新
聞
も
展
示

さ
れ
て
い
た
。

　

安
重
根
の
裁
判
に
は
多
く
の
高
知
県
人
が
か

か
わ
っ
た
。
国
選
弁
護
士
は
旧
野
市
町
（
現
香

南
市
）
出
身
の
水
野
吉
太
郎
。
ほ
か
に
、
検
察

官
の
溝
渕
孝
雄
や
憲
兵
、
監
獄
看
守
な
ど
。
水

野
弁
護
士
は
、
事
件
現
場
は
満
州
で
あ
る
こ
と

か
ら
日
本
の
法
律
は
及
ば
な
い
と
し
て
無
罪
を

主
張
し
た
が
、
結
局
死
刑
に
。

　

安
重
根
は
獄
中
で
多
く
の
書
を
残
し
た
。
東

洋
平
和
論
も
書
い
た
。
秋
水
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
一
部
が
高
知
県
に
持
ち
帰
ら
れ
て
い
た
が
、

最
近
、
自
由
民
権
運
動
研
究
家
の
公
文
豪
さ
ん

ら
の
尽
力
で
安
重
根
記
念
館
に
寄
贈
、
里
帰
り

し
た
。

　

秋
水
、
文
子
を
知
る
こ
と
は
日
韓
の
歴
史
を

知
る
こ
と
。
い
ま
の
日
韓
問
題
の
背
景
、
真
実

に
つ
な
が
る
。
元
凶
は
日
帝
（
大
日
本
帝
国
）

さ
な
が
ら
の
安
倍
政
権
。

　

秋
水
、
文
子
が
日
韓
連
帯
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

１
１
月
２
０
日
、
小
沢
一
郎
氏
（
現
・
国
民

民
主
党
総
合
選
挙
対
策
本
部
長
相
談
役
）
が
幸

徳
秋
水
の
墓
参
を
し
た
。

　

小
沢
氏
は
高
知
県
知
事
選
挙
の
野
党
統
一
候

補
応
援
の
た
め
に
高
知
県
に
入
る
と
、
空
港
か

ら
宿
毛
市
に
直
行
。
同
じ
く
政
治
家
だ
っ
た
父

佐
重
喜
と
縁
の
深
か
っ
た
林
譲
治
（
吉
田
茂
内

閣
で
副
総
理
、
衆
議
院
議
長
）
の
墓
参
を
し
た
。

高
知
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
途
中
で
秋
水
墓
に
立

ち
寄
っ
た
。

　

小
沢
氏
に
は
盟
友
の
平
野
貞
夫
さ
ん
（
元
自

民
党
、自
由
党
参
議
院
議
員
、土
佐
清
水
市
出
身
）

が
同
行
。
平
野
さ
ん
は
秋
水
顕
彰
会
会
員
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
小
沢
氏
に
秋
水
墓
参
を
勧
め
て

く
れ
た
の
だ
。
顕
彰
会
宮
本
会
長
ら
７
人
で
出

迎
え
た
。
小
沢
氏
に
大
逆
事
件
と
秋
水
に
つ
い

て
説
明
。
隣
の
坂
本
清
馬
墓
や
地
元
顕
彰
活
動

に
つ
い
て
も
加
え
た
。

　

小
沢
氏
は
、
ふ
む
ふ
む
と
い
っ
た
感
じ
で
黙
っ

て
聞
い
て
い
た
。
秘
書
が
も
っ
て
き
た
花
を
差
し
、

じ
っ
と
墓
に
手
を
合
わ
せ
、「
不
義
や
不
正
に
対

し
闘
っ
た
人
な
ん
だ
な
〜
」
と
言
わ
れ
た
。　

　

小
沢
氏
は
岩
手
の
人
。
石
川
啄
木
が
秋
水
思

想
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
、
原
敬
が
首
相
時
代
、

所
属
す
る
政
友
会
高
知
支
部
が
秋
水
を
憲
政
功

労
者
と
し
て
表
彰
し
た
こ
と
も
、
平
野
さ
ん
か

ら
聞
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　

小
沢
氏
は
テ
レ
ビ
で
見
る
通
り
、
い
か
に
も

大
物
政
治
家
で
近
寄
り
が
た
い
オ
ー
ラ
を
発
し

て
い
る
が
、
語
り
口
は
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
て

人
を
引
き
付
け
る
も
の
が
あ
る
。
記
念
写
真
を

頼
む
と
気
安
く
応
じ
て
く
れ
た
。

　

小
沢
氏
は
東
京
か
ら
４
人
の
同
行
記
者
を
引

き
連
れ
て
い
た
。
宿
毛
で
は
２
人
の
地
元
記
者

も
加
わ
っ
た
。

　

小
沢
氏
の
父
佐
重
喜
は
戦
後
第
１
回
衆
議
院

選
挙
で
代
議
士
に
な
り
、
自
由
党
で
要
職
に
。

吉
田
茂
内
閣
の
大
臣
な
ど
。
吉
田
、
林
の
宿
毛

人
は
政
治
の
師
で
あ
っ
た
。
親
の
恩
を
忘
れ
な

い
政
治
家
の
義
と
い
う
も
の
か
。
林
譲
治
の
父

は
自
由
民
権
家
林
有
造
で
、
秋
水
は
１
６
歳
の
時
、

家
を
飛
び
出
し
東
京
の
有
造
の
門
を
た
た
き
書

生
に
な
っ
た
。
有
造
は
「
立
志
社
の
獄
」
で
弾
圧
、

囚
わ
れ
、
盛
岡
で
入
獄
し
た
こ
と
も
。
そ
ん
な

秋
水
、
有
造
、
岩
手
の
つ
な
が
り
も
あ
る
。　

　

小
沢
氏
は
林
家
墓
（
有
造
、
譲
治
）
の
前
で
、

記
者
た
ち
に
こ
う
語
っ
た
。

　
「
安
倍
内
閣
は
吉
田
、
林
さ
ん
が
つ
く
っ
た
保

守
本
流
で
は
な
い
。
亜
流
だ
。」「
安
倍
内
閣
は

権
力
を
私
物
化
、
腐
敗
し
き
っ
て
お
り
、
瀕
死

の
状
態
。
内
政
、
外
交
す
べ
て
に
実
績
を
あ
げ

て
い
な
い
。」「
知
事
選
で
は
共
産
党
候
補
で
ま

と
ま
っ
た
。
県
民
の
抵
抗
は
一
部
に
は
あ
る
だ

ろ
う
が
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年

内
に
野
党
が
ま
と
ま
り
、
政
権
の
受
け
皿
を
示

せ
ば
、
次
の
選
挙
で
は
必
ず
勝
ち
、
政
権
交
代

が
で
き
る
。」「
野
党
は
保
守
本
流
の
支
持
も
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

保
守
本
流
と
野
党
の
共
闘
。
こ
れ
は
平
野
貞

夫
さ
ん
が
こ
の
間
さ
か
ん
に
主
張
し
て
い
る
。

日
本
の
政
党
の
源
流
は
林
有
造
、
板
垣
退
助
ら

の
自
由
民
権
運
動
の
中
で
生
ま
れ
た
土
佐
の
自

由
党
で
あ
り
、
幸
徳
秋
水
も
若
き
シ
ン
パ
で
あ
っ

た
。
秋
水
は
そ
の
後
社
会
主
義
、
共
産
主
義
へ

の
道
を
進
む
。
保
守
の
流
れ
は
戦
後
、
吉
田
、

林
ら
に
受
け
継
が
れ
る
。
と
も
に
源
流
は
同
じ
。

　

大
逆
事
件
は
桂
太
郎
内
閣
が
仕
組
ん
だ
。
歴

代
首
相
の
中
で
在
任
期
間
最
長
記
録
は
桂
太
郎

で
あ
っ
た
が
、
安
倍
首
相
が
超
え
た
そ
の
日
に

小
沢
一
郎
氏
が
秋
水
を
墓
参
し
た
こ
と
に
は
歴

史
的
意
味
が
あ
る
。
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岩
崎
革
也
は
秋
水
、
堺
利
彦
ら
の
平

民
社
の
活
動
を
経
済
的
に
支
援
し
た
京

都
府
須
知
町
の
地
主
、
銀
行
家
で
あ
り
、

前
号
で
紹
介
し
た
。

　

岩
崎
家
資
料
の
中
に
は
、
秋
水
ら
か

ら
の
多
く
の
書
簡
類
が
残
さ
れ
て
い
た
。

京
都
丹
波
岩
崎
革
也
研
究
会
が
中
心
に

な
り
こ
れ
ら
を
整
理
し
、
先
に
「
岩
崎

革
也
書
簡
集
Ⅰ（
堺
利
彦
、
為
子
書
簡
）」

を
発
刊
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の

ほ
ど
続
い
て
「
書
簡
集
Ⅱ（
幸
徳
秋
水
、

幸
徳
千
代
子
、
幸
徳
駒
太
郎
、
北
一
輝
）」

も
刊
行
し
た
。

　

収
録
数
は
、
秋
水
２
７
、
千
代
子
８
、

駒
太
郎
２
３
、
北
一
輝
１
４
、
計
７
２
点
。

駒
太
郎
の
内
訳
は
初
代
駒
太
郎
１
、
２

代
目
２
２
（
長
男
富
治
が
一
時
駒
太
郎

を
襲
名
）。

　

秋
水
書
簡
は
明
治
３
６
年
１
２
月
〜

４
１
年
１
２
月
。
革
也
支
援
へ
の
礼
状
や
、

こ
の
間
渡
米
し
た
こ
と
か
ら
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
出
し
た
手
紙
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
。

　

編
集
発
行
は
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
。

田　
　

中　
　
　

全

秋
水
、
文
子
で
日
韓
交
流



正
福
寺　

宗
教
活
動
再
開　

住
職
着
任

　　
　

幸
徳
家
の
墓
が
あ
り
、
か
つ
て
菩
提
寺
で

あ
っ
た
正
福
寺
（
中
村
山
手
通
）
は
長
ら
く
休

眠
状
態
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
佐
藤
嘉
辰
住

職（
５
０
歳
）が
着
任
し
、宗
教
活
動
を
再
開
し
た
。

　

正
福
寺
は
鎌
倉
時
代
の
承
元
元
年
（
１
２
０

７
年
）、
朝
廷
の
怒
り
を
買
い
土
佐
中
村
へ
配
流

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
法
然
上
人
を
迎
え
る
た

め
に
地
元
民
が
建
立
。
配
流
先
は
讃
岐
に
変
更

に
な
っ
た
が
、
法
然
は
落
胆
す
る
住
民
に
身
代

わ
り
の
袈
裟
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
袈
裟
は
、

い
ま
も
市
立
郷
土
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

以
後
、
浄
土
宗
の
有
力
寺
院
と
し
て
栄
え
、

幸
徳
家
、木
戸
家（
秋
水
漢
学
の
師
木
戸
明
）な
ど
、

主
に
中
村
の
町
人
た
ち
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
幕
末
勤
皇
運
動
の
あ
お
り
を
受
け
、

明
治
初
年
、
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
に
。
本
尊
仏
像

は
大
分
県
佐
伯
市
潮
谷
寺
に
避
難
し
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
。
本
堂
跡
に
は
裁
判
所
が
建
ち
、

墓
地
だ
け
が
残
さ
れ
た
。

　

明
治
３
６
年
、
兵
庫
県
の
寺
の
名
籍
を
移
す

形
で
再
興
。
大
逆
事
件
後
、
秋
水
墓
参
者
は
裁

判
所
窓
越
し
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
残
っ
て
い
る
。

　

戦
後
に
は
本
堂
、
庫
裏
も
改
修
さ
れ
た
が
、

住
職
が
定
着
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

檀
家
が
離
散
し
、
周
辺
の
寺
院
に
移
っ
た
り
、

幸
徳
家
の
よ
う
に
神
道
（
一
條
神
社
）
に
鞍
替

え
し
た
家
も
あ
る
。

　

佐
藤
住
職
は
京
都
市
生
ま
れ
で
、
京
都
商
業
、

佛
教
大
学
で
野
球
部
所
属
。
卒
業
後
、
松
竹
芸

能
に
入
り
、
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
を
目
指
し
た
が
、

病
気
を
機
に
「
改
心
」。
仏
門
に
入
り
、
浄
土
宗

本
山
知
恩
院
で
修
業
し
た
と
い
う
異
色
の
経
歴

を
も
つ
。

　

須
崎
市
の
浄
土
宗
発
生
寺
か
ら
派
遣
さ
れ
て

来
た
も
の
で
、
こ
の
間
、
精
力
的
に
動
い
て
い
る
。

今
年
８
月
の
お
盆
に
は
、
秋
水
墓
の
前
で
経
を

唱
え
て
も
ら
っ
た
。
９
月
に
は
本
堂
で
最
初
の

法
話
が
行
わ
れ
た
が
、
さ
す
が
興
味
を
ひ
く
、

飽
き
さ
せ
な
い
見
事
な
口
上
で
あ
っ
た
。

　

秋
水
墓
の
あ
る
寺
に
住
職
が
復
活
す
る
こ
と

は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
。
檀
家
名
簿
が
残
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
顕
彰
会
と
し
て

も
協
力
し
、
墓
石
名
か
ら
元
の
檀
家
を
さ
が
し

だ
し
、
住
職
が
あ
い
さ
つ
回
り
を
す
る
の
に
同

行
案
内
し
た
り
し
て
い
る
。

　

今
年
８
月
１
２
日
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
フ
ァ
ミ
リ
ー

ヒ
ス
ト
リ
ー　

小
澤
征
悦
」
に
幸
徳
秋
水
が
出

て
き
た
の
で
驚
い
た
。
小
澤
征
悦
は
俳
優
で
、

指
揮
者
小
澤
征
爾
の
息
子
。

　

小
澤
家
の
ル
ー
ツ
は
山
梨
県
西
八
代
郡
高
田

村
（
現
市
川
三
郷
町
）。
征
爾
の
祖
父
新
作
（
文

久
２
年
生
ま
れ
）
は
有
力
農
家
で
地
域
の
ま
と

め
役
で
あ
っ
た
。

　

番
組
で
は
、
征
爾
の
従
兄
の
小
澤
清
氏
（
８

８
歳
）
と
い
う
人
物
が
出
て
き
て
、「
ど
う
い
う

わ
け
か　

う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
（
新
作
）
が
（
秋

水
を
）
か
く
ま
っ
た
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
」「
当

時
幸
徳
秋
水
を
か
く
ま
う
な
ん
て
こ
と
は
普
通

で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」「
お
じ
い
さ
ん
は

義
侠
心
の
あ
る
人
だ
っ
た
」
と
い
う
証
言
を
し
た
。

　

私
は
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思
い
、
す
ぐ
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
手
紙
と
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

一
、
秋
水
が
山
梨
県
に
行
っ
た
記
録
は
な
い
。

　

二
、
秋
水
が｢
か
く
ま
わ
れ
る
」
理
由
が
な
い
。

の
ち
の
昭
和
の
治
安
維
持
法
、
特
高
警
察
の
時

代
と
は
違
い
、
秋
水
の
時
代
は
、
官
憲
か
ら
尾

行
さ
れ
た
り
は
し
て
い
る
が
、
逃
げ
ま
わ
る
と

い
う
状
況
で
は
な
く
、
堂
々
と
出
歩
い
て
い
る
。

証
言
で
は
秋
水
は
ま
る
で
犯
罪
者
、
逃
亡
者
だ
。

　

三
、
番
組
冒
頭
に
秋
水
が
突
然
出
て
く
る
が
、

秋
水
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
作
の
思
想
、
行
動

等
の
紹
介
も
な
く
、
不
自
然
な
編
集
で
あ
る
。

　

私
が
思
っ
た
の
は
、
当
時
、
秋
水
の
思
想
は
、

平
民
新
聞
等
を
通
し
て
地
方
に
も
知
ら
れ
、
新

作
も
一
定
の
シ
ン
パ
シ
ー
を
も
っ
て
い
た
。
そ

の
こ
と
に
尾
ひ
れ
が
つ
い
て
、
誇
大
な
話
が
で

き
あ
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
返
事
は
な
か
な
か
来
な
か
っ

た
の
で
、
高
知
放
送
局
に
出
向
く
と
、
や
っ
と

番
組
責
任
者
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
か
ら
電
話

で
以
下
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

一
、
再
度
、
証
言
を
し
た
小
澤
清
氏
に
聞
い

た
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
方
法
で
「
か

く
ま
っ
た
」
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。

　

二
、
郷
土
史
家
や
秋
水
研
究
者
な
ど
に
問
い

合
わ
せ
る
等
の
調
査
は
し
て
い
な
い
。

　

三
、
裏
付
け
作
業
を
し
な
い
ま
ま
放
送
を
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。
今
後
再
放

送
を
す
る
場
合
は
、
当
該
部
分
を
カ
ッ
ト
す
る
か
、

編
集
（
説
明
）
を
加
え
る
。

　

や
は
り
私
が
思
っ
た
通
り
で
あ
っ
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
お
も
し
ろ
い
か
ら
と
、

番
組
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
関
係
な
い
が
、
ワ
ン

カ
ッ
ト
だ
け
入
れ
た
の
だ
。

　

今
年
か
ら
天
皇
代
替
わ
り
、
改
元
。
政
府
は

宗
教
儀
式
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
を
国
家
行
事

で
行
い
、
安
倍
首
相
が
「
天
皇
陛
下
万
歳
」。
こ

の
よ
う
な
時
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
無
神
経
に
も
、
秋
水
の

名
誉
を
傷
つ
け
、
歴
史
を
偽
造
す
る
番
組
を
流

し
た
。
そ
の
罪
は
重
い
。　
　
　
　
（
田
中
全
）

○
猛
暑
の
中
や
っ
と
来
れ
て
う
れ
し
い
。秋
水
、

陽
水
・・・
須
賀
さ
ん
も
や
す
ら
か
に
。（
東
京
男

性
）

○
中
村
高
校
を
卒
業
し
な
が
ら
、秋
水
の
墓
が
こ

こ
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
。土
佐
を
代
表
す
る
で

あ
ろ
う
秋
水
が
こ
こ
ま
で
う
と
ん
じ
ら
れ
て
い

る
状
況
に
危
機
感
を
も
つ
。（
高
知
男
性
）

○
１
０
日
ほ
ど
前
、東
京
女
子
医
大
の
入
院
の
友

を
見
舞
っ
た
際
、近
く
の
市
ヶ
谷
監
獄
跡
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。奇
し
く
も
今
日
中
村
を
訪
れ
た
ら

こ
の
墓
を
見
つ
け
ま
し
た
。（
神
奈
川
男
性
）

○
こ
の
地
に
導
か
れ
、こ
こ
に
参
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
神
様
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。私
は
米

国
で
日
本
研
究
支
援
の
司
書
を
し
て
い
ま
す
。こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
、こ
こ
に
来
れ
た
こ
と
を
決
し

て
無
駄
に
せ
ず
日
本
の
在
り
方
を
き
ち
ん
と
伝

え
て
い
き
ま
す
。（
ア
メ
リ
カ
女
性
）

○
高
知
の
旅
に
来
て
ご
当
地
を
訪
ね
ま
し
た
。幸

徳
秋
水
の
冤
罪
を
晴
ら
し
顕
彰
さ
れ
る
ご
努
力

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。先
人
の
遺
志
を
受

け
継
い
で
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。（
兵
庫
男
性
）

○
出
版
労
連
有
志
７
名
。

○
鎌
倉
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
の
視
察
で
四

万
十
の
地
を
訪
れ
来
ま
し
た
。貴
会
の
取
り
組
に

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
鎌
倉

市
議
会
議
員
）

○
タ
カ
ク
ラ
テ
ル
、山
本
宣
治
、幸
徳
秋
水
を
墓

参
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。言
論
の
自
由
守
る
べ
し
。

○
表
現
と
言
論
、思
想
の
自
由
は
常
に
追
求
し
続

け
な
い
と
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。遺
徳
を
し
の

ぶ
と
と
も
に
、闘
い
の
意
義
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
保
守
主
義
、自
国
第
一
主
義
が
台
頭
し
つ
つ
あ

り
、言
論
の
自
由
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
つ
つ
あ

る
現
在
、秋
水
先
生
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。が
ん
ば
り
ま
す
。（
茨
城

社
会
科
教
師
）

○
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
憲
法
講
演
の
た
め
広
島

か
ら
来
ま
し
た
。日
本
国
憲
法
が
表
現
の
自
由
、

思
想
の
自
由
な
ど
を
定
め
て
い
る
意
義
を
幸
徳

秋
水
さ
ん
の
お
話
と
絡
め
て
講
演
し
ま
す
。（
楾

大
樹
）

○
社
会
が
閉
鎖
的
に
な
る
中
、秋
水
先
生
の
意
思

を
も
う
一
度
検
証
さ
れ
る
べ
き
だ
と
、こ
こ
に
来

て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。（
京
都
府
学
生
）

○
大
逆
事
件
か
ら
学
ぶ
こ
と
、今
の
時
代
に
生
き

る
私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
ね
。

秋
水
先
生
の
墓
前
で
約
束
し
ま
す
。語
り
継
ぐ
こ

と
、忘
れ
な
い
こ
と
、歴
史
は
過
去
と
の
対
話
で

あ
る
。（
大
阪
女
性
）

○
偶
然
に
発
見
し
参
っ
た
通
り
す
が
り
で
す
。墓

地
と
背
景
を
な
す
桜
が
満
開
で
す
。土
佐
中
村
と

自
由
民
権
運
動
の
関
連
を
知
り
、感
動
し
て
い
ま

す
。（
京
都
男
性
）

○
は
じ
め
て
訪
れ
た
四
国
で
幸
徳
秋
水
先
生
の

お
墓
を
見
る
こ
と
が
で
き
大
変
光
栄
で
す
。先
生

の
著
書
の
英
訳
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ブ
ラ
ジ
ル

の
知
人
の
多
く
が
注
目
し
て
い
ま
す
。今
後
も
歴

史
を
語
り
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
幸
徳
先
生
に
天
皇
へ
の
直
訴
状
を
書
い
て
い

た
だ
い
た
谷
中
村
民
茂
呂
近
助
の
末
裔
で
す
。そ

の
節
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
岐
阜
男

性
）

○
後
輩
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
お
参
り
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

○
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
幸
徳
秋
水
の
墓
に

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
新
潟
新
発
田
市
、大
杉
栄
の
会
斎
藤
徹
夫
）

○
幸
徳
秋
水
、ほ
ん
と
う
に
久
し
振
り
に
、こ
の

名
前
に
出
会
い
ま
し
た
。感
激
で
す
。（
参
議
院
議

員
山
田
俊
男
）

○
県
立
高
知
短
期
大
学
卒
業
生
サ
ー
ク
ル
高
知

し
っ
ち
ゅ
う
会

○
豊
中
市
退
職
教
職
員
の
会
３
２
名
。

　
　
　
　

　

１
０
月
２
８
日
。大
阪
府
豊
中
市
退
職
教
職
員

協
議
会
の
一
行
３
２
名
が
み
え
た
。高
知
県
退
職

教
員
１
０
名
も
合
流
。

　

１
１
月
１
０
日
。一
般
市
民
対
象
に
４
年
目
。

今
年
は
為
松
公
園
。参
加
１
６
名
。城
跡
、博
物
館

の
ほ
か
、秋
水
、樋
口
真
吉
、木
戸
明
、藤
倉
周
吉
、

上
林
暁
、兼
松
林
檎
郎
ら
の
記
念
碑
を
案
内
。

　

高
知
地
方
検
察
庁
中
村
支
部
が
こ
の
ほ
ど
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
と
し
て
壁
を
改
修
。以

前
よ
り
低
く
、広
く
、明
る
く
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
抗
議
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー 

小
澤
征
悦

秋
水
墓
に
置
い
て
あ
る
ノ
ー
ト
へ
の
記
録

（
２
０
１
８
年
８
月
〜
２
０
１
９
年
１
１
月
）

か
ら
抜
粋
。

秋
水
墓
参
メ
ッ
セ
ー
ジ

佐藤嘉辰住職

正福寺本堂

三の丸 絶筆碑
小澤征爾従兄の証言

秋
水
と
為
松
公
園
史
跡
め
ぐ
り

豊
中
市
退
職
教
員
　

　
秋
水
ツ
ア
ー

秋
水
墓
入
り
口
　
改
修

■
幸
徳
秋
水
刑
死
１
０
９
年
、

　

坂
本
清
馬
没
４
５
年
合
同
墓
前
祭

■
大
逆
事
件
処
刑
１
１
０
回
追
悼
集
会

日
時　

２
０
２
０
年
１
月
２
４
日
（
金
）

　
　
　

午
後
０
時
３
０
分
〜
１
時
過
ぎ

場
所　

四
万
十
市
中
村　

正
福
寺

　

記
念
講
演
会

時
間　

午
後
２
時
３
０
分
〜
４
時

場
所　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講
師　

顕
彰
会
副
会
長　

尾
﨑
清

演
題　

坂
本
清
馬
の
思
い
出

日
時　

２
０
２
０
年
１
月
２
５
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜

場
所　

東
京
都
渋
谷
区　

正
春
寺

主
催　

大
逆
事
件
の
真
実
を
あ
き
ら
か
に

　
　
　

す
る
会



正
福
寺　

宗
教
活
動
再
開　

住
職
着
任

　　
　

幸
徳
家
の
墓
が
あ
り
、
か
つ
て
菩
提
寺
で

あ
っ
た
正
福
寺
（
中
村
山
手
通
）
は
長
ら
く
休

眠
状
態
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
佐
藤
嘉
辰
住

職（
５
０
歳
）が
着
任
し
、宗
教
活
動
を
再
開
し
た
。

　

正
福
寺
は
鎌
倉
時
代
の
承
元
元
年
（
１
２
０

７
年
）、
朝
廷
の
怒
り
を
買
い
土
佐
中
村
へ
配
流

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
法
然
上
人
を
迎
え
る
た

め
に
地
元
民
が
建
立
。
配
流
先
は
讃
岐
に
変
更

に
な
っ
た
が
、
法
然
は
落
胆
す
る
住
民
に
身
代

わ
り
の
袈
裟
を
贈
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
袈
裟
は
、

い
ま
も
市
立
郷
土
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

以
後
、
浄
土
宗
の
有
力
寺
院
と
し
て
栄
え
、

幸
徳
家
、木
戸
家（
秋
水
漢
学
の
師
木
戸
明
）な
ど
、

主
に
中
村
の
町
人
た
ち
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
幕
末
勤
皇
運
動
の
あ
お
り
を
受
け
、

明
治
初
年
、
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
に
。
本
尊
仏
像

は
大
分
県
佐
伯
市
潮
谷
寺
に
避
難
し
た
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
。
本
堂
跡
に
は
裁
判
所
が
建
ち
、

墓
地
だ
け
が
残
さ
れ
た
。

　

明
治
３
６
年
、
兵
庫
県
の
寺
の
名
籍
を
移
す

形
で
再
興
。
大
逆
事
件
後
、
秋
水
墓
参
者
は
裁

判
所
窓
越
し
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
と
い
う
言
い

伝
え
が
残
っ
て
い
る
。

　

戦
後
に
は
本
堂
、
庫
裏
も
改
修
さ
れ
た
が
、

住
職
が
定
着
し
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

檀
家
が
離
散
し
、
周
辺
の
寺
院
に
移
っ
た
り
、

幸
徳
家
の
よ
う
に
神
道
（
一
條
神
社
）
に
鞍
替

え
し
た
家
も
あ
る
。

　

佐
藤
住
職
は
京
都
市
生
ま
れ
で
、
京
都
商
業
、

佛
教
大
学
で
野
球
部
所
属
。
卒
業
後
、
松
竹
芸

能
に
入
り
、
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
を
目
指
し
た
が
、

病
気
を
機
に
「
改
心
」。
仏
門
に
入
り
、
浄
土
宗

本
山
知
恩
院
で
修
業
し
た
と
い
う
異
色
の
経
歴

を
も
つ
。

　

須
崎
市
の
浄
土
宗
発
生
寺
か
ら
派
遣
さ
れ
て

来
た
も
の
で
、
こ
の
間
、
精
力
的
に
動
い
て
い
る
。

今
年
８
月
の
お
盆
に
は
、
秋
水
墓
の
前
で
経
を

唱
え
て
も
ら
っ
た
。
９
月
に
は
本
堂
で
最
初
の

法
話
が
行
わ
れ
た
が
、
さ
す
が
興
味
を
ひ
く
、

飽
き
さ
せ
な
い
見
事
な
口
上
で
あ
っ
た
。

　

秋
水
墓
の
あ
る
寺
に
住
職
が
復
活
す
る
こ
と

は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
。
檀
家
名
簿
が
残
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
顕
彰
会
と
し
て

も
協
力
し
、
墓
石
名
か
ら
元
の
檀
家
を
さ
が
し

だ
し
、
住
職
が
あ
い
さ
つ
回
り
を
す
る
の
に
同

行
案
内
し
た
り
し
て
い
る
。

　

今
年
８
月
１
２
日
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
フ
ァ
ミ
リ
ー

ヒ
ス
ト
リ
ー　

小
澤
征
悦
」
に
幸
徳
秋
水
が
出

て
き
た
の
で
驚
い
た
。
小
澤
征
悦
は
俳
優
で
、

指
揮
者
小
澤
征
爾
の
息
子
。

　

小
澤
家
の
ル
ー
ツ
は
山
梨
県
西
八
代
郡
高
田

村
（
現
市
川
三
郷
町
）。
征
爾
の
祖
父
新
作
（
文

久
２
年
生
ま
れ
）
は
有
力
農
家
で
地
域
の
ま
と

め
役
で
あ
っ
た
。

　

番
組
で
は
、
征
爾
の
従
兄
の
小
澤
清
氏
（
８

８
歳
）
と
い
う
人
物
が
出
て
き
て
、「
ど
う
い
う

わ
け
か　

う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
（
新
作
）
が
（
秋

水
を
）
か
く
ま
っ
た
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
」「
当

時
幸
徳
秋
水
を
か
く
ま
う
な
ん
て
こ
と
は
普
通

で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」「
お
じ
い
さ
ん
は

義
侠
心
の
あ
る
人
だ
っ
た
」
と
い
う
証
言
を
し
た
。

　

私
は
こ
れ
は
お
か
し
い
と
思
い
、
す
ぐ
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
手
紙
と
メ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

一
、
秋
水
が
山
梨
県
に
行
っ
た
記
録
は
な
い
。

　

二
、
秋
水
が｢

か
く
ま
わ
れ
る
」
理
由
が
な
い
。

の
ち
の
昭
和
の
治
安
維
持
法
、
特
高
警
察
の
時

代
と
は
違
い
、
秋
水
の
時
代
は
、
官
憲
か
ら
尾

行
さ
れ
た
り
は
し
て
い
る
が
、
逃
げ
ま
わ
る
と

い
う
状
況
で
は
な
く
、
堂
々
と
出
歩
い
て
い
る
。

証
言
で
は
秋
水
は
ま
る
で
犯
罪
者
、
逃
亡
者
だ
。

　

三
、
番
組
冒
頭
に
秋
水
が
突
然
出
て
く
る
が
、

秋
水
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
作
の
思
想
、
行
動

等
の
紹
介
も
な
く
、
不
自
然
な
編
集
で
あ
る
。

　

私
が
思
っ
た
の
は
、
当
時
、
秋
水
の
思
想
は
、

平
民
新
聞
等
を
通
し
て
地
方
に
も
知
ら
れ
、
新

作
も
一
定
の
シ
ン
パ
シ
ー
を
も
っ
て
い
た
。
そ

の
こ
と
に
尾
ひ
れ
が
つ
い
て
、
誇
大
な
話
が
で

き
あ
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
返
事
は
な
か
な
か
来
な
か
っ

た
の
で
、
高
知
放
送
局
に
出
向
く
と
、
や
っ
と

番
組
責
任
者
（
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
か
ら
電
話

で
以
下
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

一
、
再
度
、
証
言
を
し
た
小
澤
清
氏
に
聞
い

た
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
方
法
で
「
か

く
ま
っ
た
」
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。

　

二
、
郷
土
史
家
や
秋
水
研
究
者
な
ど
に
問
い

合
わ
せ
る
等
の
調
査
は
し
て
い
な
い
。

　

三
、
裏
付
け
作
業
を
し
な
い
ま
ま
放
送
を
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。
今
後
再
放

送
を
す
る
場
合
は
、
当
該
部
分
を
カ
ッ
ト
す
る
か
、

編
集
（
説
明
）
を
加
え
る
。

　

や
は
り
私
が
思
っ
た
通
り
で
あ
っ
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
こ
の
話
を
聞
い
て
、
お
も
し
ろ
い
か
ら
と
、

番
組
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
関
係
な
い
が
、
ワ
ン

カ
ッ
ト
だ
け
入
れ
た
の
だ
。

　

今
年
か
ら
天
皇
代
替
わ
り
、
改
元
。
政
府
は

宗
教
儀
式
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
を
国
家
行
事

で
行
い
、
安
倍
首
相
が
「
天
皇
陛
下
万
歳
」。
こ

の
よ
う
な
時
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
無
神
経
に
も
、
秋
水
の

名
誉
を
傷
つ
け
、
歴
史
を
偽
造
す
る
番
組
を
流

し
た
。
そ
の
罪
は
重
い
。　
　
　
　
（
田
中
全
）

○
猛
暑
の
中
や
っ
と
来
れ
て
う
れ
し
い
。秋
水
、

陽
水
・・・
須
賀
さ
ん
も
や
す
ら
か
に
。（
東
京
男

性
）

○
中
村
高
校
を
卒
業
し
な
が
ら
、秋
水
の
墓
が
こ

こ
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
。土
佐
を
代
表
す
る
で

あ
ろ
う
秋
水
が
こ
こ
ま
で
う
と
ん
じ
ら
れ
て
い

る
状
況
に
危
機
感
を
も
つ
。（
高
知
男
性
）

○
１
０
日
ほ
ど
前
、東
京
女
子
医
大
の
入
院
の
友

を
見
舞
っ
た
際
、近
く
の
市
ヶ
谷
監
獄
跡
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。奇
し
く
も
今
日
中
村
を
訪
れ
た
ら

こ
の
墓
を
見
つ
け
ま
し
た
。（
神
奈
川
男
性
）

○
こ
の
地
に
導
か
れ
、こ
こ
に
参
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
神
様
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。私
は
米

国
で
日
本
研
究
支
援
の
司
書
を
し
て
い
ま
す
。こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
、こ
こ
に
来
れ
た
こ
と
を
決
し

て
無
駄
に
せ
ず
日
本
の
在
り
方
を
き
ち
ん
と
伝

え
て
い
き
ま
す
。（
ア
メ
リ
カ
女
性
）

○
高
知
の
旅
に
来
て
ご
当
地
を
訪
ね
ま
し
た
。幸

徳
秋
水
の
冤
罪
を
晴
ら
し
顕
彰
さ
れ
る
ご
努
力

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。先
人
の
遺
志
を
受

け
継
い
で
い
か
ね
ば
と
思
い
ま
す
。（
兵
庫
男
性
）

○
出
版
労
連
有
志
７
名
。

○
鎌
倉
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
の
視
察
で
四

万
十
の
地
を
訪
れ
来
ま
し
た
。貴
会
の
取
り
組
に

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。（
鎌
倉

市
議
会
議
員
）

○
タ
カ
ク
ラ
テ
ル
、山
本
宣
治
、幸
徳
秋
水
を
墓

参
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。言
論
の
自
由
守
る
べ
し
。

○
表
現
と
言
論
、思
想
の
自
由
は
常
に
追
求
し
続

け
な
い
と
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。遺
徳
を
し
の

ぶ
と
と
も
に
、闘
い
の
意
義
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
保
守
主
義
、自
国
第
一
主
義
が
台
頭
し
つ
つ
あ

り
、言
論
の
自
由
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
つ
つ
あ

る
現
在
、秋
水
先
生
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。が
ん
ば
り
ま
す
。（
茨
城

社
会
科
教
師
）

○
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
憲
法
講
演
の
た
め
広
島

か
ら
来
ま
し
た
。日
本
国
憲
法
が
表
現
の
自
由
、

思
想
の
自
由
な
ど
を
定
め
て
い
る
意
義
を
幸
徳

秋
水
さ
ん
の
お
話
と
絡
め
て
講
演
し
ま
す
。（
楾

大
樹
）

○
社
会
が
閉
鎖
的
に
な
る
中
、秋
水
先
生
の
意
思

を
も
う
一
度
検
証
さ
れ
る
べ
き
だ
と
、こ
こ
に
来

て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。（
京
都
府
学
生
）

○
大
逆
事
件
か
ら
学
ぶ
こ
と
、今
の
時
代
に
生
き

る
私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
ね
。

秋
水
先
生
の
墓
前
で
約
束
し
ま
す
。語
り
継
ぐ
こ

と
、忘
れ
な
い
こ
と
、歴
史
は
過
去
と
の
対
話
で

あ
る
。（
大
阪
女
性
）

○
偶
然
に
発
見
し
参
っ
た
通
り
す
が
り
で
す
。墓

地
と
背
景
を
な
す
桜
が
満
開
で
す
。土
佐
中
村
と

自
由
民
権
運
動
の
関
連
を
知
り
、感
動
し
て
い
ま

す
。（
京
都
男
性
）

○
は
じ
め
て
訪
れ
た
四
国
で
幸
徳
秋
水
先
生
の

お
墓
を
見
る
こ
と
が
で
き
大
変
光
栄
で
す
。先
生

の
著
書
の
英
訳
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
ブ
ラ
ジ
ル

の
知
人
の
多
く
が
注
目
し
て
い
ま
す
。今
後
も
歴

史
を
語
り
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
幸
徳
先
生
に
天
皇
へ
の
直
訴
状
を
書
い
て
い

た
だ
い
た
谷
中
村
民
茂
呂
近
助
の
末
裔
で
す
。そ

の
節
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
岐
阜
男

性
）

○
後
輩
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
お
参
り
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

○
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
幸
徳
秋
水
の
墓
に

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
新
潟
新
発
田
市
、大
杉
栄
の
会
斎
藤
徹
夫
）

○
幸
徳
秋
水
、ほ
ん
と
う
に
久
し
振
り
に
、こ
の

名
前
に
出
会
い
ま
し
た
。感
激
で
す
。（
参
議
院
議

員
山
田
俊
男
）

○
県
立
高
知
短
期
大
学
卒
業
生
サ
ー
ク
ル
高
知

し
っ
ち
ゅ
う
会

○
豊
中
市
退
職
教
職
員
の
会
３
２
名
。

　
　
　
　

　

１
０
月
２
８
日
。大
阪
府
豊
中
市
退
職
教
職
員

協
議
会
の
一
行
３
２
名
が
み
え
た
。高
知
県
退
職

教
員
１
０
名
も
合
流
。

　

１
１
月
１
０
日
。一
般
市
民
対
象
に
４
年
目
。

今
年
は
為
松
公
園
。参
加
１
６
名
。城
跡
、博
物
館

の
ほ
か
、秋
水
、樋
口
真
吉
、木
戸
明
、藤
倉
周
吉
、

上
林
暁
、兼
松
林
檎
郎
ら
の
記
念
碑
を
案
内
。

　

高
知
地
方
検
察
庁
中
村
支
部
が
こ
の
ほ
ど
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
と
し
て
壁
を
改
修
。以

前
よ
り
低
く
、広
く
、明
る
く
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
抗
議
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー 

小
澤
征
悦

秋
水
墓
に
置
い
て
あ
る
ノ
ー
ト
へ
の
記
録

（
２
０
１
８
年
８
月
〜
２
０
１
９
年
１
１
月
）

か
ら
抜
粋
。

秋
水
墓
参
メ
ッ
セ
ー
ジ

佐藤嘉辰住職

正福寺本堂

三の丸 絶筆碑
小澤征爾従兄の証言

秋
水
と
為
松
公
園
史
跡
め
ぐ
り

豊
中
市
退
職
教
員
　

　
秋
水
ツ
ア
ー

秋
水
墓
入
り
口
　
改
修

■
幸
徳
秋
水
刑
死
１
０
９
年
、

　

坂
本
清
馬
没
４
５
年
合
同
墓
前
祭

■
大
逆
事
件
処
刑
１
１
０
回
追
悼
集
会

日
時　

２
０
２
０
年
１
月
２
４
日
（
金
）

　
　
　

午
後
０
時
３
０
分
〜
１
時
過
ぎ

場
所　

四
万
十
市
中
村　

正
福
寺

　

記
念
講
演
会

時
間　

午
後
２
時
３
０
分
〜
４
時

場
所　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講
師　

顕
彰
会
副
会
長　

尾
﨑
清

演
題　

坂
本
清
馬
の
思
い
出

日
時　

２
０
２
０
年
１
月
２
５
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
〜

場
所　

東
京
都
渋
谷
区　

正
春
寺

主
催　

大
逆
事
件
の
真
実
を
あ
き
ら
か
に

　
　
　

す
る
会



小沢一郎、平野貞夫

全員で

宿毛市
林有造、譲治墓参

金昌徳さん ( 右から 2人目）

金子文子墓に献花

安重根記念館

小
沢
一
郎
氏  

秋
水
墓
参

秋
水
、
千
代
子
、
駒
太
郎
書
簡
所
収

「
岩
崎
革
也
書
簡
集
Ⅱ
」
発
刊

　　

今
年
五
月
、
韓
国
ソ
ウ
ル
の
幸
徳
秋
水
研
究

者
、
金
昌
徳
（
キ
ム
チ
ャ
ン
ド
ッ
ク
）
さ
ん
が

中
村
に
み
え
た
。
東
京
の
初
期
社
会
主
義
研
究

会
会
員
で
金
子
文
子
研
究
者
の
亀
田
博
さ
ん
と

一
緒
に
。

　

亀
田
さ
ん
に
は
会
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

金
さ
ん
は
初
め
て
。
秋
水
顕
彰
会
メ
ン
バ
ー
で

二
人
を
秋
水
墓
、
生
家
跡
、
絶
筆
碑
、
図
書
館

資
料
室
な
ど
に
案
内
し
た
。

　

金
さ
ん
は
韓
国
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
を
受
け
継

ぐ
社
団
法
人
国
民
文
化
研
究
所
の
総
務
理
事
で
、

か
つ
韓
国
ア
ナ
キ
ス
ト
独
立
運
動
家
記
念
事
業

会
の
事
務
局
長
。
ソ
ウ
ル
で
日
本
語
を
教
え
て

い
る
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
流
暢
な
日
本
語
を

話
す
。
秋
水
の
韓
国
語
訳
論
説
・
論
文
集
の
ほ
か
、

金
子
文
子
歌
集
も
出
版
し
て
い
る
。

　

金
さ
ん
は
日
本
に
は
た
び
た
び
来
て
い
る
と

い
う
が
、
高
知
県
は
初
め
て
。
今
回
は
満
州
、

朝
鮮
の
独
立
を
叫
ん
だ
詩
「
間
島
パ
ル
チ
ザ
ン

の
歌
」
を
書
い
た
反
戦
詩
人
、
高
知
市
の
槇
村

浩
も
訪
ね
た
。

　

金
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
秋
水
の
思
想
は
死
後
、

韓
国
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
、
対
日
独
立
運
動
等
に

影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
特
に
、
申
采
浩
（
シ

ン
チ
ェ
ホ
）
の
よ
う
な
知
識
人
層
に
。

　

秋
水
が
大
逆
事
件
で
拘
束
さ
れ
た
明
治
四
三

（
一
九
一
〇
）
年
は
日
本
が
韓
国
を
併
合
し
た
年
。

秋
水
は
韓
国
、
朝
鮮
の
独
立
運
動
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
。

　

秋
水
は
そ
の
前
年
、
安
重
根
（
ア
ン
ジ
ュ
ン

グ
ン
）
が
ハ
ル
ピ
ン
駅
頭
で
伊
藤
博
文
を
ピ
ス

ト
ル
で
撃
っ
た
「
義
挙
」
を
讃
え
る
漢
詩
を
安

重
根
写
真
入
り
絵
葉
書
の
上
に
書
き
、
湯
河
原

で
最
後
に
拘
束
さ
れ
た
さ
い
、
カ
バ
ン
の
中
に

も
っ
て
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

　

秋
水
は
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
「
麺
麭
の
略
取
」
を

翻
訳
出
版
し
た
こ
と
で
、
日
本
で
最
初
の
ア
ナ

キ
ス
ト
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
杉
栄
、
伊
藤
野

枝
が
関
東
大
震
災
で
虐
殺
さ
れ
た
よ
う
に
、
日

本
で
は
弾
圧
で
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
広
が
ら
な
か
っ

た
。

　

し
か
し
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
韓
国
で
は
浸
透
し

た
。
戦
後
は
南
北
分
断
、
反
共
、
北
へ
の
対
抗

か
ら
、
社
会
主
義
、
共
産
主
義
思
想
が
入
り
込

む
余
地
は
な
く
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
が
軍
事
政
権
打

倒
な
ど
の
民
主
化
運
動
の
思
想
的
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
に
な
っ
た
。

　

今
年
は
韓
国
三
・
一
独
立
運
動
か
ら
百
年
。「
第

三
の
大
逆
事
件
」
を
描
い
た
映
画
「
金
子
文
子

と
朴
烈
（
パ
ク
ヨ
ル
）」
が
日
本
の
主
要
都
市
で

公
開
さ
れ
た
。

　

高
知
県
で
は
予
定
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

配
給
会
社
か
ら
秋
水
の
地
元
で
自
主
上
映
を
と

い
う
要
請
が
あ
り
、
六
月
、
中
村
と
高
知
で
上

映
し
た
。
中
村
は
秋
水
顕
彰
会
の
主
催
。
二
会

場
合
わ
せ
て
約
五
百
人
の
入
場
者
が
あ
り
、
盛

況
で
あ
っ
た
。

　

大
逆
事
件
と
は
秋
水
の
事
件
だ
け
と
思
っ
て

い
た
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
大
逆
事
件
と
植
民

地
支
配
は
表
と
裏
と
い
う
歴
史
の
深
層
に
眼
を

開
か
せ
る
衝
撃
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

金
子
文
子
の
墓
は
朴
烈
の
生
地
、
韓
国
聞
慶

（
ム
ン
ギ
ョ
ン
）
市
に
あ
り
、
毎
年
命
日
に
追
悼

式
が
行
わ
れ
て
い
る
と
、
金
さ
ん
か
ら
お
誘
い

を
受
け
た
の
で
、
七
月
二
三
日
参
加
し
た
。

　

韓
国
に
は
以
前
か
ら
一
度
は
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
文
子
が
そ
の
機
会
を
与
え
て
く

れ
た
。
高
松
か
ら
ソ
ウ
ル
に
飛
び
、
国
民
文
化

研
究
所
が
手
配
し
た
貸
し
切
り
バ
ス
に
乗
り
、

高
速
道
路
を
二
時
間
。
そ
こ
は
リ
ン
ゴ
畑
が
点
々

と
あ
る
山
の
中
で
あ
っ
た
。

　

文
子
墓
は
立
派
な
朴
烈
義
士
記
念
館
の
敷
地

内
に
あ
り
、
館
内
の
展
示
で
は
秋
水
も
紹
介
さ

れ
て
い
た
。
展
示
に
は
亀
田
博
さ
ん
も
協
力
し

た
そ
う
だ
。

　

韓
国
政
府
は
昨
年
、
文
子
に
日
本
人
二
人
目

の
「
独
立
有
功
メ
ダ
ル
」（
功
労
賞
）
を
授
与
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
（
一
人
目
は
弁
護
士
布
施
辰

治
）、
式
典
は
例
年
よ
り
多
数
の
地
元
市
長
な
ど

約
百
人
参
列
。
私
も「
幸
徳
秋
水
地
元
の
元
市
長
」

と
紹
介
さ
れ
、
献
花
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
女
優
チ
ェ
・
ヒ
ソ
（
映

画
の
文
子
役
）
の
挨
拶
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
文
子

を
讃
え
る
サ
ン
ド
ア
ー
ト
、
市
民
コ
ー
ラ
ス
な

ど
が
あ
っ
た
。

　

二
日
目
は
芙
江
（
プ
ガ
ン)

に
移
動
。
文
子
が

養
女
と
さ
れ
少
女
時
代
暮
ら
し
た
家
や
小
学
校
、

警
察
署
跡
な
ど
の
案
内
を
受
け
た
。
こ
こ
で
日

本
人
に
よ
る
過
酷
な
朝
鮮
人
支
配
の
実
態
を
目

に
焼
き
付
け
た
体
験
が
の
ち
に
文
子
を
ア
ナ
キ

ス
ト
に
し
た
と
本
人
が
手
記
「
何
が
私
を
こ
う

さ
せ
た
か
」
に
書
い
て
い
る
。

　

日
本
か
ら
の
参
加
は
山
梨
県
（
文
子
故
郷
）

の
金
子
文
子
研
究
会
会
員
や
亀
田
さ
ん
な
ど
十

名
で
あ
っ
た
が
、
ソ
ウ
ル
か
ら
往
復
一
泊
二
日

の
費
用
は
全
額
主
催
者
持
ち
の
招
待
で
あ
り
、

心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
た
。

　

日
本
人
で
あ
り
な
が
ら
、
韓
国
で
愛
さ
れ
大

切
に
さ
れ
て
い
る
文
子
。
韓
国
の
人
た
ち
は
「
反

日
帝
」
で
は
あ
っ
て
も
「
反
日
本
人
」
で
は
な
い
。

そ
の
懐
の
深
さ
、
広
さ
に
涙
が
出
た
。

　

ソ
ウ
ル
で
は
金
さ
ん
に
安
重
根
記
念
館
を
案

内
を
し
て
も
ら
っ
た
。
広
い
館
内
に
は
、
秋
水

の
漢
詩
を
紹
介
し
た
当
時
の
地
元
新
聞
も
展
示

さ
れ
て
い
た
。

　

安
重
根
の
裁
判
に
は
多
く
の
高
知
県
人
が
か

か
わ
っ
た
。
国
選
弁
護
士
は
旧
野
市
町
（
現
香

南
市
）
出
身
の
水
野
吉
太
郎
。
ほ
か
に
、
検
察

官
の
溝
渕
孝
雄
や
憲
兵
、
監
獄
看
守
な
ど
。
水

野
弁
護
士
は
、
事
件
現
場
は
満
州
で
あ
る
こ
と

か
ら
日
本
の
法
律
は
及
ば
な
い
と
し
て
無
罪
を

主
張
し
た
が
、
結
局
死
刑
に
。

　

安
重
根
は
獄
中
で
多
く
の
書
を
残
し
た
。
東

洋
平
和
論
も
書
い
た
。
秋
水
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
一
部
が
高
知
県
に
持
ち
帰
ら
れ
て
い
た
が
、

最
近
、
自
由
民
権
運
動
研
究
家
の
公
文
豪
さ
ん

ら
の
尽
力
で
安
重
根
記
念
館
に
寄
贈
、
里
帰
り

し
た
。

　

秋
水
、
文
子
を
知
る
こ
と
は
日
韓
の
歴
史
を

知
る
こ
と
。
い
ま
の
日
韓
問
題
の
背
景
、
真
実

に
つ
な
が
る
。
元
凶
は
日
帝
（
大
日
本
帝
国
）

さ
な
が
ら
の
安
倍
政
権
。

　

秋
水
、
文
子
が
日
韓
連
帯
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

１
１
月
２
０
日
、
小
沢
一
郎
氏
（
現
・
国
民

民
主
党
総
合
選
挙
対
策
本
部
長
相
談
役
）
が
幸

徳
秋
水
の
墓
参
を
し
た
。

　

小
沢
氏
は
高
知
県
知
事
選
挙
の
野
党
統
一
候

補
応
援
の
た
め
に
高
知
県
に
入
る
と
、
空
港
か

ら
宿
毛
市
に
直
行
。
同
じ
く
政
治
家
だ
っ
た
父

佐
重
喜
と
縁
の
深
か
っ
た
林
譲
治
（
吉
田
茂
内

閣
で
副
総
理
、
衆
議
院
議
長
）
の
墓
参
を
し
た
。

高
知
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
途
中
で
秋
水
墓
に
立

ち
寄
っ
た
。

　

小
沢
氏
に
は
盟
友
の
平
野
貞
夫
さ
ん
（
元
自

民
党
、自
由
党
参
議
院
議
員
、土
佐
清
水
市
出
身
）

が
同
行
。
平
野
さ
ん
は
秋
水
顕
彰
会
会
員
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
小
沢
氏
に
秋
水
墓
参
を
勧
め
て

く
れ
た
の
だ
。
顕
彰
会
宮
本
会
長
ら
７
人
で
出

迎
え
た
。
小
沢
氏
に
大
逆
事
件
と
秋
水
に
つ
い

て
説
明
。
隣
の
坂
本
清
馬
墓
や
地
元
顕
彰
活
動

に
つ
い
て
も
加
え
た
。

　

小
沢
氏
は
、
ふ
む
ふ
む
と
い
っ
た
感
じ
で
黙
っ

て
聞
い
て
い
た
。
秘
書
が
も
っ
て
き
た
花
を
差
し
、

じ
っ
と
墓
に
手
を
合
わ
せ
、「
不
義
や
不
正
に
対

し
闘
っ
た
人
な
ん
だ
な
〜
」
と
言
わ
れ
た
。　

　

小
沢
氏
は
岩
手
の
人
。
石
川
啄
木
が
秋
水
思

想
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
、
原
敬
が
首
相
時
代
、

所
属
す
る
政
友
会
高
知
支
部
が
秋
水
を
憲
政
功

労
者
と
し
て
表
彰
し
た
こ
と
も
、
平
野
さ
ん
か

ら
聞
い
て
い
た
よ
う
だ
。

　

小
沢
氏
は
テ
レ
ビ
で
見
る
通
り
、
い
か
に
も

大
物
政
治
家
で
近
寄
り
が
た
い
オ
ー
ラ
を
発
し

て
い
る
が
、
語
り
口
は
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
て

人
を
引
き
付
け
る
も
の
が
あ
る
。
記
念
写
真
を

頼
む
と
気
安
く
応
じ
て
く
れ
た
。

　

小
沢
氏
は
東
京
か
ら
４
人
の
同
行
記
者
を
引

き
連
れ
て
い
た
。
宿
毛
で
は
２
人
の
地
元
記
者

も
加
わ
っ
た
。

　

小
沢
氏
の
父
佐
重
喜
は
戦
後
第
１
回
衆
議
院

選
挙
で
代
議
士
に
な
り
、
自
由
党
で
要
職
に
。

吉
田
茂
内
閣
の
大
臣
な
ど
。
吉
田
、
林
の
宿
毛

人
は
政
治
の
師
で
あ
っ
た
。
親
の
恩
を
忘
れ
な

い
政
治
家
の
義
と
い
う
も
の
か
。
林
譲
治
の
父

は
自
由
民
権
家
林
有
造
で
、
秋
水
は
１
６
歳
の
時
、

家
を
飛
び
出
し
東
京
の
有
造
の
門
を
た
た
き
書

生
に
な
っ
た
。
有
造
は
「
立
志
社
の
獄
」
で
弾
圧
、

囚
わ
れ
、
盛
岡
で
入
獄
し
た
こ
と
も
。
そ
ん
な

秋
水
、
有
造
、
岩
手
の
つ
な
が
り
も
あ
る
。　

　

小
沢
氏
は
林
家
墓
（
有
造
、
譲
治
）
の
前
で
、

記
者
た
ち
に
こ
う
語
っ
た
。

　
「
安
倍
内
閣
は
吉
田
、
林
さ
ん
が
つ
く
っ
た
保

守
本
流
で
は
な
い
。
亜
流
だ
。」「
安
倍
内
閣
は

権
力
を
私
物
化
、
腐
敗
し
き
っ
て
お
り
、
瀕
死

の
状
態
。
内
政
、
外
交
す
べ
て
に
実
績
を
あ
げ

て
い
な
い
。」「
知
事
選
で
は
共
産
党
候
補
で
ま

と
ま
っ
た
。
県
民
の
抵
抗
は
一
部
に
は
あ
る
だ

ろ
う
が
、
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
年

内
に
野
党
が
ま
と
ま
り
、
政
権
の
受
け
皿
を
示

せ
ば
、
次
の
選
挙
で
は
必
ず
勝
ち
、
政
権
交
代

が
で
き
る
。」「
野
党
は
保
守
本
流
の
支
持
も
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　

保
守
本
流
と
野
党
の
共
闘
。
こ
れ
は
平
野
貞

夫
さ
ん
が
こ
の
間
さ
か
ん
に
主
張
し
て
い
る
。

日
本
の
政
党
の
源
流
は
林
有
造
、
板
垣
退
助
ら

の
自
由
民
権
運
動
の
中
で
生
ま
れ
た
土
佐
の
自

由
党
で
あ
り
、
幸
徳
秋
水
も
若
き
シ
ン
パ
で
あ
っ

た
。
秋
水
は
そ
の
後
社
会
主
義
、
共
産
主
義
へ

の
道
を
進
む
。
保
守
の
流
れ
は
戦
後
、
吉
田
、

林
ら
に
受
け
継
が
れ
る
。
と
も
に
源
流
は
同
じ
。

　

大
逆
事
件
は
桂
太
郎
内
閣
が
仕
組
ん
だ
。
歴

代
首
相
の
中
で
在
任
期
間
最
長
記
録
は
桂
太
郎

で
あ
っ
た
が
、
安
倍
首
相
が
超
え
た
そ
の
日
に

小
沢
一
郎
氏
が
秋
水
を
墓
参
し
た
こ
と
に
は
歴

史
的
意
味
が
あ
る
。

第 27号
2019. 12. 10

幸徳秋水を顕彰する会
四万十市右山五月町 8-22

四万十市立中央公民館

HP:http://www.shuusui.com/

mail:zen-tanaka@heart.ocn.ne.jp

TEL0880-36-2778（田中）

　

岩
崎
革
也
は
秋
水
、
堺
利
彦
ら
の
平

民
社
の
活
動
を
経
済
的
に
支
援
し
た
京

都
府
須
知
町
の
地
主
、
銀
行
家
で
あ
り
、

前
号
で
紹
介
し
た
。

　

岩
崎
家
資
料
の
中
に
は
、
秋
水
ら
か

ら
の
多
く
の
書
簡
類
が
残
さ
れ
て
い
た
。

京
都
丹
波
岩
崎
革
也
研
究
会
が
中
心
に

な
り
こ
れ
ら
を
整
理
し
、
先
に
「
岩
崎

革
也
書
簡
集
Ⅰ（
堺
利
彦
、
為
子
書
簡
）」

を
発
刊
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の

ほ
ど
続
い
て
「
書
簡
集
Ⅱ（
幸
徳
秋
水
、

幸
徳
千
代
子
、
幸
徳
駒
太
郎
、
北
一
輝
）」

も
刊
行
し
た
。

　

収
録
数
は
、
秋
水
２
７
、
千
代
子
８
、

駒
太
郎
２
３
、
北
一
輝
１
４
、
計
７
２
点
。

駒
太
郎
の
内
訳
は
初
代
駒
太
郎
１
、
２

代
目
２
２
（
長
男
富
治
が
一
時
駒
太
郎

を
襲
名
）。

　

秋
水
書
簡
は
明
治
３
６
年
１
２
月
〜

４
１
年
１
２
月
。
革
也
支
援
へ
の
礼
状
や
、

こ
の
間
渡
米
し
た
こ
と
か
ら
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
出
し
た
手
紙
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
。

　

編
集
発
行
は
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
。

田　
　

中　
　
　

全

秋
水
、
文
子
で
日
韓
交
流


